
知ろう　守ろう　考えよう　みんなの人権 

明日のエジソン　京から発信！ 
　乙訓教育局では、京都産業界と教

育界が連携し、「京のエジソンプログ

ラム」(KEP)推進事業を展開中です。

「青少年と科学の会」（京都工業会、

京都発明協会、京都経済同友会）と

協働し、ものづくりや科学技術への興味・

関心を高めることを目指し、小・中学生

の工場見学や親子の土曜講座、教材開発等も推進していきます。 

学生パワーで子どもたちの学力の充実・向上を 
　山城教育局では、教職や臨床心理士を目指す学生をボランティアとして

小中学校に派遣し、子どもたちの学習支援を行う「学生パワー活用事業」

を４月から始めます。授業中などに児童生徒に寄り添って支援するボランテ

ィア学生の募集を行っています。お問合せや応募は山城教育局学生パワ

ー活用事業担当（℡0774-62-0148）まで 
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山
城
広
域
振
興
局
で
は
、
山
城
地
域
振
興
計
画
を
策
定

し
ま
し
た
。 

　
平
成
１６
年
５
月
、
京
都
府
南
部
の
４
つ
の
地
方
振
興
局

が
統
合
さ
れ
、
山
城
広
域
振
興
局
が
誕
生
し
ま
し
た
。
そ

の
目
的
の
一
つ
は
、
「
現
地
現
場
主
義
」
の
観
点
か
ら
、

広
域
振
興
局
に
地
域
政
策
の
企
画
立
案
機
能
を
備
え
る
こ

と
に
あ
り
、
そ
の
第
一
歩
と
し
て
山
城
地
域
振
興
計
画
の

策
定
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。 

　
山
城
地
域
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
、
恭
仁
京
、
長
岡
京

と
い
う
都
が
置
か
れ
、
平
城
京
、
平
安
京
と
も
深
い
関
わ

り
を
持
ち
続
け
て
き
ま
し
た
。
大
都
市
近
郊
に
位
置
し
な

が
ら
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
、
ま
た
、
高
速
道
路
網
の
整

備
が
進
み
、
関
西
文
化
学
術
研
究
都
市
や
府
内
有
数
の
産

業
集
積
も
あ
り
、
２１
世
紀
の
京
都
府
経
済
の
牽
引
車
と
し

て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
山
城
地
域
振
興
計
画
は
、
こ
の
よ
う
な
地
域
特
性
や
多

様
性
を
持
つ
地
域
の
課
題
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
目
指
す
べ

き
将
来
像
を
設
定
し
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
中
期
的
（
３

年
〜
５
年
）
に
取
り
組
む
べ
き
具
体
的
な
方
策
を
明
ら
か

に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。 

　
多
く
の
市
町
村
に
共
通
す
る
課
題
、
広
域
的
に
取
り
組

む
こ
と
に
よ
っ
て
効
果
が
期
待
で
き
る
課
題
を
中
心
に
、

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
や
地
域
戦
略
会
議
等
で
の
検
討
を

重
ね
、
「
と
も
に
創
る
活
力
と
や
す
ら
ぎ
の
山
城
交
流
圏
」

を
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
と
す
る
計
画
と
し
ま
し
た
。 

　
平
成
１７
年
度
は
、
こ
の
計
画
の
う
ち
、
「
京
都
山
城
『
宇

治
茶
の
郷
づ
く
り
』
事
業
」
、
「
や
ま
し
ろ
観
光
　
探
検
・

体
験
・
再
発
見
事
業
」
、
「
山
城
う
る
お
い
水
辺
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
事
業
」
、
「
『
と
も
に
創
る
活
力
と
や
す
ら

ぎ
の
山
城
交
流
圏
』
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
事
業
」
に
つ

い
て
、
新
た
な
予
算
を
計
上
し
、
こ
れ
ら
を
は
じ
め
、
計

画
に
記
載
し
た
具
体
的
施
策
に
つ
い
て
、
府
民
の
方
々
、

市
町
村
、
関
係
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
と
連
携
し
、
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。 
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特 
集 

農産流通課茶業特産係  1075-414-4961 　京都フラワーセンター  10774-93-0811  
 

問い合わせ先 

JAPAN 
PASPORT

日本国 

　山城広域振興局では、地域住民の皆様の利便性向上を目的に、旅券（パ

スポート）窓口で、旅券（パスポート）申請の受付や、交付を行っていますが、

平成17年4月から、旅券の発給申請時に、申出書で指定いただければ、日

曜日も含め旅券事務所で、新しい旅券を受取ることができます。 

　なお、申請後に受取り窓口の変更はできません。申出書で受取り場所と

して旅券事務所を指定した場合、山城広域振興局旅券（パスポート）窓

口ではお渡しできませんので注意して下さい。 

旅券事務所（京都駅ビル8階）でも 
受取れます 

旅券事務所 
京都駅ビル8階 

【交付時間】 
平日（月～金）・日曜日 
9：00～16：30（火・木は19：00まで） 

食の安心・安全セミナー 

消費者と生産・流通事業者等が意見交換 

発進立坑築造状況（地元見学会） 

巨椋池干拓地の排水路現地調査 

　山城広域振興局では、食

品の安全性や鳥インフルエ

ンザなどについて消費者と

生産・流通事業者等が意見

交換を行うため、「食の安心・

安全セミナー」を開催しました。 

  セミナーでは消費者・生産

者・流通・加工業者など140名を超える参加者が集まり、「鳥インフルエン

ザと食の安心・安全」をテーマに、それぞれの取組内容の発表や意見交換

が行われ、生産者・事業者・行政の責務と消費者の役割などが確認され、

各段階における安全性を高める努力と情報発信、そして情報交換の大切

さが認識されたセミナーとなりました。 

疾患の早期発見や予防に貢献!

　乙訓保健所では、脳血管疾患等について最新技術を用いて予防対策を

講じ、住民の健康意識の高揚と健康寿命の延伸を図るため、基本健診で

高血圧要医療者と判定された50～65歳未満の250名を対象に「脳の健

康づくりセミナー」「MRI検査」と、検査結果に基づく個別指導を行いました。 

　MRI検査に対する関心度は高く申し込みが殺到し、セミナーに対する評

価も好評を得ました。 

　MRI検査は118人が受検（平成16年12月末現在）され、そのうち約60％

の方が経過観察（内、約14％の方が精密検査）という結果でした。この検

査結果を現在の治療（高血圧症、高脂血症、糖尿病など）の参考としてい

ただくことで、脳梗塞などの脳血管疾患等の早期発見や予防に貢献する

ことができました。 

　桂川右岸地域の浸水被害解消

に向け、京都府が進めている「いろ

は呑龍トンネル」は、第二期工事の

トンネル掘削起点となるシールド発

進立坑（内径17.0m、深さ37.2m）が、平成17年3月に完成し、いよいよ、約

4kmに及ぶ雨水貯留地下トンネル（雨水北幹線第3号・第2号管渠）の本

格的な築造に向け、シールドマシンによる掘進工事の準備に着手いたします。 

　既に供用開始している雨水北幹線第1号管渠は、現在まで54回の雨水

貯留実績があり、平成16年10月の台風23号による豪雨時にも浸水被害

抑制に大きな役割を発揮したところです。 

http://www.joho-kyoto.or.jp/̃flower/

　巨椋池干拓地は昭和初期に干拓され、今では京阪神に近い一大農業地

帯として、米や野菜などの生産が盛んに行われており、また作物の生産活動

を通じて多様な生態系を育み、多くの命とふれあう場として、人々の豊かな暮

らしを支える大きな財産となっています。 

　そして、大学・環境保護団体・土地改良区・農家など多くの人が参加・連携

して、巨椋池干拓地の農業と自然を

守っていこうという取り組み（巨椋池

干拓地環境保全ワークショップ）が

行われており、今秋から実施する幹

線排水路改修工事についても、現地

調査や意見交換を行うなど、府民参

画により設計作業を進めています。 

平成16年度KEP「研修プログラム」（教員）の様子 

「地域ガイド」へのご意見・ご感想をおよせください。  FAX 0774-22-8865　住所 〒611-0021 宇治市宇治若森7-6 京都府山城広域振興局企画総務部企画振興室 
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地域の将来像 

具体的施策の展開 

山城地域振興計画の概要と17年度の主な取組み 山城地域振興計画の概要と17年度の主な取組み 山城地域振興計画の概要と17年度の主な取組み 山城地域振興計画の概要と17年度の主な取組み 
地域の将来像 

～ともに創る活力とやすらぎの山城交流圏～ 

ひと、もの、情報が交流し、新たな活力を生み出す地域 

地域産業の強みを磨き、京都府経済をリードする地域 

豊かな歴史と質の高い文化の中で、いきいきと暮らす地域 

恵まれた自然環境がうるおいとゆとりを生み出す地域 

誰もが参加し、連携して創り上げる愛着の持てる地域 

具体的施策の展開 
　私は、南山城村で主に茶栽培を行っていますが、
若い人が意欲的に取り組むためには、平坦地の
茶園が必要で、そのためには、荒廃している水田を
中心に茶園造成も進めることが重要だと思います。 
　また、お茶の健康面での効果のＰＲや、子供達
に慣れ親しんでもらうために、お茶のもっている良
さを多くの方に知ってほしいと思います。 

　全国に誇るブランド「宇治茶」を活かした
地域づくりを進め、山城地域を「宇治茶の郷」
として広くアピ－ルしていきます。 
 

 
①「宇治茶の郷づくり」構想の策定 
　お茶を取り入れたライフスタイルの提案や、お茶

に関連する産業とも連携した地域の活性化のため

の構想を策定します。 

② 宇治茶「８００年の歴史と文化の香り」（仮称）
　  フォーラムの開催 
　宇治茶の素晴らしさを、歴史、文化、健康、産

業などの面から総合的にアピールするフォーラムを

開催します。 

　ボランティア団体の交流の場では、形式的な会議
やセレモニ－の場ではなくメンバ－同士が行ったり
来たりできる関係になればいいと思います。 
　地域の交流が少なくなり、地域に関心を持った子
どもや夢を持った子どもが少なくなったといわれて
いますが、それは、大人が子どもに地域のことや、
夢を語っていないからで、大人が子どもに自分の町
のことを語れるような誇れる地域にしたいと思います。 
　この山城地域振興計画が、市民の方に早く正確に
伝わり、理解してもらえることが重要だと思います。 

　「ともに創る活力とやすらぎ
の山城交流圏」を実現する
ため、各分野で、関係団体
やＮＰＯなどの連携やネットワ
ークづくりを積極的に推進し
ます。 
 
　地産地消、放置竹林の拡
大防止、地域文化の振興、
環境対策などをテ－マとしてネ
ットワークづくりを進めます。 

　私は、山背古道探検隊の活動を行っていますが、
この古道を活用した地域の活性化や、木津・
山城・加茂三町の遺跡を巡る道の整備を図るな
ど、地域の歴史や自然を活用した広域的な観光
が今後の目玉になるのではないかと思います。 
　地元の住民自身が郷土を誇れるような意識を
持ち、こうした古道や様々な観光資源を磨き上げ
ていきながら、これまで以上に広域的な観光を
進めていくことを期待します。 

　山城地域により多くの人々が訪れてもらえるよう、
地元で暮らす住民自身が地域の ｢良さ｣ や ｢セ－
ルスポイント｣ を再認識して、地域の魅力を高めて
いく取り組みを進めます。 
 

 
①「ディスカバーやましろ魅力の旅」の実施 
　山城地域の魅力を再発見できるような観光コース

を広く府民から募集して、旅行会社などの協力を得

ながらこれらを巡る体験旅行を実施し、新たな観光

コースとして提案していきます。 

②「やましろ我がまち観光自慢合戦」の実施 
　地域の皆さんの参加を得て、｢我がまちが一番｣、

｢我がまちにしかない」名所・名物を自慢しあうＰＲ

合戦を行います。 

　山手幹線（京田辺市）や京都守口線（御幸橋）黄檗停車場線（隠元橋）など
の継続事業を推進するとともに、新たに国道３０７号「奥山田ＢＰ」（宇治田原町）、大
山崎大枝線「第二外環状道路関連」（大山崎町～長岡京市）及び上狛城陽線「椿
井ＢＰ」（山城町）などの事業着手を目指します。 

道路整備 

　地域において身近な道路の美化や河川愛護活動を、住民自らが取り
組む動きが高まっています。うるおいのある水辺環境を守るため、市町
村と協力し、河川ボランティア 
団体などへの支援事業を実施 
します。 

　河川敷の除草・清掃活動
等を行うＮＰＯ・ボランティア団
体に対して、清掃用具の提供
などの支援を行います。 

山城うるおい水辺パートナーシップ事業 
 

「ともに創る活力とやすらぎの山城交流圏」 
 ネットワークづくり事業 
 

「宇治茶の郷づくり」の推進 

企業誘致用地の確保と立地促進 

宇治茶は日本を代表するブランドであり、その増産のため約６０ha
の茶園造成と宇治茶を活かした地域づくりに取り組みます。 

「やましろ観光」の推進 
山城地域を訪れる人々がより深い理解と感動を得られるよう、観
光資源の再発見や観光コースの設定などに取り組みます。 

山城地域内の企業誘致用地を新たに約８０ha確保し、企業の立地促進
などに取り組みます。 

地域文化の振興 
 イベントなどを紹介するホームページの作成や古の街道を活かした

まちづくりの支援などに取り組みます。 

放置竹林の拡大防止と竹の利活用 
 造林地などへ侵入した竹の除去や竹を使った竹炭・竹酢液の利用促

進などに取り組みます。 

自然災害からの安心・安全と 
うるおいのある環境空間の創出 

 河川や砂防施設の整備などを推進し、また、自然環境との調和や親
水性に配慮したうるおいのある環境空間の創出などに取り組みます。 地産地消の推進 

 直売所の売上の倍増を目指し、生産者と消費者との交流会の開催
や生産の担い手の確保・育成などに取り組みます。 郷土を愛し、世界にはばたく子どもの育成 

 科学好き・ものづくり好きの子どもを育成する「京のエジソンプロ
グラム」や児童生徒の学力の充実を図るため、大学生による児童生
徒への学習支援など様々な施策に取り組みます。 

住民との協働による施設整備・管理 
道路整備について住民参加の機会の拡大や、河川ボランティア支援
制度の創設などに取り組みます。 

道路の整備推進 
 計画的、重点的な道路整備を推進し、地域の活性化やまちづく

りの支援､交通の安全確保に取り組みます。 

 京都山城 
 「宇治茶の郷づくり」事業 
 

やましろ観光 
探検・体験・再発見事業  
 

事業内容  

 

事 業 内 容  

 事 業 内 容  

 

事 業 内 容  

 

南山城村  小西真理子さん 

八幡市  鷹野 雅生さん 

山城町　淺田 周宏さん 

いにしえ 


